
編集／毎日新聞社カスタマーリレーション本部

※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
毎日新聞今週のこだわり４本
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31日（月）＝３面

11月１日（火）＝夕刊特集ワイド

福岡県の５歳男児が十
分な食事を与えられず餓
死した事件。１審判決に
よると、母親は「ママ
友」に生活を支配されて
いたといい、育児期の母
親特有の人間関係の難し
さがあぶり出された形で
す。漫画家の又野尚さん

は「ワンオペ育児となれ
ば、母親が社会とのつな
がりが認識できるのはマ
マ友の世界だけ」と解説
しています。では事件か
ら学ぶべき教訓は何なの
でしょうか。又野さんら
識者と一緒に「現代ママ
友事情」を探りました。

派閥の権力闘争はいかに

ママ友は難しいか
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アイヌ力（ぢから）を信じて 30日（日）＝１、３面

銃撃事件で安倍晋三元首相を失っ
た自民党最大派閥・安倍派は、安倍
氏の後継会長が決まらず、混迷を深
めています。「ポスト安倍」を巡り、
何が起きているのか。現状を探って
みると、ある重鎮の存在が浮かび上
がりました。
世界平和統一家庭連合（旧統一教

会）問題の逆風を受ける同派のいま
は。復活した名物企画「読む政治」

の第２弾のテーマは、最大派閥の権
力闘争にスポットを当てます。
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明治初期、北海道へ
の移住者が増えたこと
を受け、政府は１８９
９（明治32）年、現代
では信じられない呼称
ですが、アイヌを保護
する名目で「北海道旧
土人保護法」を制定し
ました。日本国民に同
化させるのが目的で、
アイヌの人々は文化や
生活様式を侵害される

だけではなく、長い間、
言われなき差別に苦し
んできたのです。
「アイヌ復権運動の

先駆者」と呼ばれる宇
梶静江さん（89）＝写
真＝も、いじめや差別
に苦しみ、出自を隠す
生活を送ってきました。
「内なるアイヌ」と

向き合えない怒りが、
宇梶さんを変えていき

ます。新聞に投書をし
たり、アイヌ文化を取
り入れた「古布絵（こ
ふえ）」の世界を切り
開いてきたりして民族
の誇りを訴えてきまし
た。今、「アイヌ力
（ぢから）を」と訴え
る宇梶さんの心境に迫
ります。
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自民党安倍派の会合で発言する塩谷立会長代理（右）。
左端は下村博文氏＝同党本部で10月13日撮影


